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＜連絡事項＞

· 8/15の全体連絡会議はお盆休み期間中であるため中止とし、次週（8/22）に２週分の開催となる。

· 第２回小坂Ｄｒ勉強会「病院勤務者の健康管理～針刺し事故・ＳＴＤ～」を、8/24・8/31・9/7・9/14の4回実施する。該当者は出席日を確認して参加のこと。

· 病院通所月報、通所日誌の書式を変更し、8/15までに提出のこと。

· 8/15は学術抄録の締め切りのため、担当委員に提出のこと。

· カンファレンスのあり方について、江刺家I.O.Oよりコメントがありました。各自コメントを読み、カンファレンスに生かしてください。8/24のカンファレンスにI.O.Oも出席するとのことです。記録については、関係者以外の職員が読んでも内容が理解できる記載を心がけてください。

・「八戸聖ウルスラ学院体験実習」開催について
日　時：8/29（火）13:30～15:00　
参加者：八戸聖ウルスラ学院生徒（20名程度）
ねらい：利用者と交流し精神疾患への理解を深めてもらう。医療福祉分野の仕事への関心を広げて　
　　　　もらう。地域住民の行事参加を促す機会とする。
内　容：精神保健福祉に関する講義と、患者様・利用者様との交流を企画。うみねこ幸房・作業療
　　　　法・通所に参加者が分かれ、プログラム参加と利用者様との交流が行われる。
⇒詳細は追って青明舎より連絡あり。利用者様にも周知を図っていく。

＜利用者様情報・検討＞

長瀬　紘一郎様　デイナイトケア利用中

朝本人より電話あり、「昨日実家で昼食（豆腐、赤飯二口ほど）を摂った際に上手く飲み込めず、夜も朝ご飯も食べられなかった。まだ（食道に）残っているようだ」と話されている。I.O.Oに報告し、八戸平和病院への受診を本人に促すよう指示を受ける。本人にその旨を伝えると共に、青明舎職員に本人の自宅での状況確認を依頼する。本人からご家族に病院受診の同行をお願いしたところ、お盆で多忙の為同行できないとの返答があったとのことで、青明舎職員が八戸平和病院に同行受診している。

※青明舎からの情報提供

· 本人宅訪問時は、声がやや枯れている様子が見られている。「豆腐を食べて、赤飯を二口ほど味見したときに詰まった感じがした」と話されている。服薬については、「夕食後薬は砕いて服用した。今日の朝食後薬も飲もうとしたが、上手く飲み込めない」とテーブルの上にそのまま置かれていた。

· 八戸平和病院消化器科が休診のため、外科での処置を受けている。血圧、採血、胸部レントゲン検査施行しているが異状なし。また内視鏡検査の結果、食道へのつまりは見られなかったとのこと。

· 医師の説明では、食道の狭窄部分がひだ状になっており食べ物が通りにくい状態になっているとのこと。本人には、粥極刻み食でもゆっくり食べること、なるべくやわらかいものをゆっくりかんで食べるようにとの説明がある。

· 定期的に処置を行う必要があるとのことで、２週間に１回受診していただくようになる。受診に際してはご家族の同行が必要である為、青明舎職員よりご家族に連絡をとり、同行受診をお願いするとのこと。

※今後の対応について

· 本人は「自分で（食べ物を）通せる。大丈夫」と話されており、自覚が乏しい部分も見られている。年齢に伴う嚥下低下も重なり、食道狭窄による食事時のトラブルが最も懸念される方であるため、「ゆっくりと食べる」「やわらかいものを食べる」ことを本人と確認し、食事時にも特に注意して見守りを行っていく。

＜ナイトケア事例検討＞

森田　清助様（55）統合失調症

· 昨年8月に自殺未遂で入院退所となっており、9月に再利用開始して11ヶ月経過している。

· 主治医より「金銭管理がルーズになることがある。特に他者との金品の貸し借りに注意が必要」との指示あり。

現在の状況

1 身体管理～毎日来所時血圧測定を実施しており、正常値を維持している。体重は増加傾向がみられ
　　　　　ている。来所時にエアロバイクを漕ぐ運動を行っていたが、6月頃より腰痛があり食事
　　　　　をゆっくり時間をかけて食べるなど工夫して減量に努めている。

2 金銭管理～時々友人と外出するが、自分の手持ちの範囲内でやりくりすることができている。

問題と対応策について

①　通所利用の意味に関する発言について

「主治医より60歳になったら辞めてもいいと言われた」「来所したら自転車漕ぎ（エアロバイク）をしなければならないと思うと苦しくなることがある」等と話されることがある。

⇒「60歳になったら～」発言では、「60歳以降はどうするか」という将来に対する不安も見られている。「自転車漕ぎ～」発言では、目標（減量）ではなく現在の状態にとらわれ過ぎて混乱している様子がある。ナイトケア利用が将来的に何の目標に近づくことになるのか、本人の中で目標が明確になっていない可能性がうかがえる。本人と長期的目標を確認し、そこから中期的目標、短期的目標（現在できること）へと視点を移して考えていく。

②　衝動的行為の可能性について

　前回入院は、パチンコで金銭を使いすぎたことに自責の念を持ち、短絡的に入水自殺未遂に至ったことによっている。行動の振り返りはできているが、表面的な印象を受けることがある。

　⇒話好きではあるが、他メンバーの前では話さずスタッフと１対１で話すことを好んでいる。引き続き、普段のかかわりの中で悩みやストレスがないか本人と話す機会を設けるようにする。










